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CON T EN T S

　2022 年 3 月 5 日，第 4 回中高生情報学研究コンテスト☆ 1 が開催された．中学生，高校生，中等教育学校生，高

等専門学校生による，高等学校の教科「情報」や，中学校の技術・家庭科（技術分野）「D　情報の技術」に沿っ

た探究活動など，日頃の情報学分野での学習成果のポスター発表 86 件を聴くことができた．今回から，後援に文

部科学省を加えていただいた関係で，最優秀賞は，最優秀賞・文部科学大臣賞として贈られた．この賞を受賞した

発表「スマート盲導杖『道しる兵衛』」は，分かりやすい問題提起を行い，先行事例を十分に調査されている．次

に技術を活用するための自身の考えを明確に示し，自分でできる部分を開発した．その後動作検証を行い，新たな

価値を提案した．このほかの発表においても，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的，創造

的に活用し，情報社会の発展に寄与する研究成果と言える多くの発表があり，優秀賞，奨励賞，入選に 46 件の発

表が選ばれた．コンテストの Web サイトには，参加したポスターすべてに対する，探究的な学習活動の進め方，

成果のまとめ方などのコメントが掲載された．発表者にとって参考になることはもちろんのこと，「情報 I」「情

報 II」における探究的な学習活動の事例としてこれから学習活動に取り組もうと考えている先生や生徒の皆さんに

とっても参考になると思う．

　さて，この 4 月から新しい学習指導要領が学年進行で実施された．「情報 I」は，問題の発見・解決に向けて，

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う科目，「情報 II」は，「情

報 I」において培った基礎の上に，問題の発見・解決に向けて，情報システムや多様なデータを適切かつ効果的に

活用する，あるいはコンテンツを創造する力を養う科目である．学習指導要領では，生徒がこのような力を，情報

技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して身に付けること，それに向けて，主体的・対話的で深い

学びの実現を図ること，その際には，探究的な学習活動の充実を図ることを求めている．生徒たちが革新的，創造

的な発想で問題解決に取り組み，情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与しようとする力を，探究的な学習活

動を通して養えるよう，大いに取り組まれることを期待している．次回の中高生情報学研究コンテストが今から楽

しみである．

☆ 1	 第 4回	中高生情報学研究コンテストポスター，https://www.ipsj.or.jp/event/taikai/84/84PosterSession/contents/index.html
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